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童話స家としての北條Ẹ㞝 
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㧗ᓮ 由理 
<XUL 7DNDVDNL 

 にࡵࡌࡣ

ඛ㡭、ᅜ立ࣥࢭࣥࣁ㈨ᩱ㤋をゼれた㝿、北᮲Ẹ㞝の童話をもとにした絵本 2 を㡬いた。文 北

᮲Ẹ㞝 絵 ᒣᓮඞᕫ㸸すみれ、ᅜ立ࣥࢭࣥࣁ㈨ᩱ㤋 2015 ᖺ（以下『すみれ』）および、文 北

條Ẹ㞝 絵 おࡰまこと㸸かわいいポール、ᅜ立ࣥࢭࣥࣁ㈨ᩱ㤋 201� ᖺ（以下『かわいいポー

ル』）である。 

この 2 は、北條Ẹ㞝生ㄌⓒᖺをグᛕして㈨ᩱ㤋がห行した非ရであるが、筆者はこれにᑐして

さまざまな読みが行われ、㚷㈹されることがᚲせと⪃える。その理由の一つは、絵本によって絵が

ついたことである。そこには、ἐ後 70 ᖺ以上⤒っている北條と、現代の画家の感があるに違いな

い。ᡃ々は、画家の読みというⓎಙを受け取るべきである。つ目は、それらが子どもの読める形に

生まれኚわった意⩏である。もちろん、このసရは北條の集に㘓されており、大人なら現代で

もᐜ᫆に読めるのであるが、本᮶の執筆意ᅗは子どもに読ませる、あるいは読み⪺かせることである

から、子どもの読み物としての᳨ウをຍえるᚲせもでてくるはずである。 

本稿では、北條の日グや小説、そのの㈨ᩱを⏝して一つの読みを示すとともに、ヨみに学生

の読み⪺かせを行ったので、その⤖ᯝを報告する。 

 
 �� 㛵ಀ㡯ᖺ㆕ 

最初に、『かわいいポール』と『すみれ』に㛵ಀする事㡯のᖺ㆕をᥖげる（⾲ 1）。 

『かわいいポール』読解には、స者北條の子どもにᑐする感じ方・⪃え方を知ることがᚲせと⪃え

られる。そこで、このᖺ㆕では北條のసရや日グから子どもに㛵するグ事をᢤきฟした。 

また、『すみれ』は北條の父や♽父を思わせる「じいさん」が人බであることから、同様に父や

♽父に㛵するグ事をᢤきฟすとともに、ⰼが人බであることから、北條のⰼや᳜物に㛵する感じ

方を⾲す文をもᢤきฟしている。 
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⾲ 1 『かわいいポール』『す

みれ』㛵連事㡯ᖺ㆕ 

 
�、ࠗ かࢃいい࣮࣏࠘ࣝにࡘ

い࡚ 

それでは、⾲をཧ↷しつつ、

సရのෆᐜを⤂する。絵本

としてのห行は『すみれ』が

ඛであるが、ཎసのⓎ⾲㡰に

『かわいいポール』（本論文で

は、題ྡ、本文ඹに絵本から

ᘬ⏝する。北條のཎసはᪧか

な₎Ꮠじり）から⤂する。 

సရは、「ミコちゃんの こ

いぬは、んとうに かわい

いものです」とጞまる。「なま

えは ポールといいます。（中

␎）ポールというのは、ࣛࣇ

ࣥスの うつくしいおうたを 

つくるせんせいの おなまえ

です」と⥆く。 

Ⓨ⾲が 1��4 ᖺであり、当時

とは日本語の言いᅇしにኚ

があることを⪃慮しても、「か

わいいものです」という言い

ᅇしはෑ㢌の一文としてὙ⦎

されていない。 

また、犬の「ポール」とい

うྡ前の由᮶が、స者の好き

なస᭤家のྡ前（『㨱ἲいの

ᘵ子』などをస᭤したࣥࣛࣇ

スのస᭤家、ポール・デュカ

スのことであろう。このこと

年（⻄暦） 年齢（数え） ⽉（⽇） 事項 記述概要 全集ｐ
など1934(s9) 21

5⽉18⽇ 『発病』『柊の垣に囲
まれて』

⽗に付き添われて全⽣病院に⼊院。 上415
など

『柊の垣に囲まれて』 「花といふものを、しみじみ、美しいなあ、と感じたのは、
この病院へ⼊院した次の⽇であった」

下80

6⽉ 『童貞記』執筆。主⼈公は男児。 年譜

7⽉13⽇ ⽇記7⽉13⽇条 盆踊り、百合舎の⼥の⼦たちの無⼼な踊りに「⾃分は真実泣
かされた」

上147

8⽉13⽇ 川端康成に初めて⼿紙
を出す

年譜・
書簡

8⽉ ⽇記8⽉28⽇条 「⽼いた祖⽗からの便り」により、離婚した妻の死を知らさ
れる

上155

9⽉19⽇ ⽇記9⽉19⽇条 プルースト作中の少年少⼥のような気持ちで⼈⽣を夢⾒たい
と考える

上164

10⽉12⽇ 川端康成、北条に初め
ての返信を書く

年譜・
書簡

10⽉23⽇
以前

⽇記10⽉23⽇条 「『呼⼦⿃』の第三号に童話六枚ばかりを書いた。」 上168

10⽉ 『可愛いポール』を
『呼⼦⿃』に発表

ミコちゃんが⼦⽝のポールを救う童話 上332

12⽉8⽇ ⽇記12⽉8⽇条 「久振に故⾥の⽗に⼿紙を書く」⽗は「⼼の底には常に深い
愛情をたたへてゐた」

上171

12⽉12⽇ ⽇記12⽉12⽇条 「菓⼦も⾷ひたい。すてきなカステーラを⾷ひたい」 上173

12⽉19⽇ ⽇記12⽉20⽇条、『す
みれ』のことであろう

『呼⼦⿃』に載せる童話の締め切り⽇だ。昨夜どうやらまと
めたので……」

上173

1935(s10) 22

1⽉21⽇ 『孤独のことなど』 誰でも⼼を動かされるものの代表として「不幸に打ちくだか
れた可憐な少⼥を⾒た時でも」

下98

1⽉末 『すみれ』を『呼⼦
⿃』第四号に発表

⼦供向けの作品は『すみれ』のみ（編集後記）。この頃、北
條は⼆⽇間の予定で東京に出かける。

『呼⼦
⿃』

この年か 2⽉27⽇ 『書けない原稿』 「⼦供といふものは僕は元来好きだし、はね廻つたり、悪戯
をしたり……⾒ると、もう堪らなくなるくらゐだ。光岡君か
ら何か書けと⾔はれてからもうかなりの⽐が経つし、それに
締め切りも近いので……実際、⼦供のことは書けない。とり
わけ癩院の⼦供たちを眼の前に浮べながら書くとなると、…
…病み重つて⾏く、あの⼦供たちを前に置くと、或はまた、
⼟地から直かに⽣え出して来たやうな⼦供達を、空から突然
降って来た天使のやうな⼥の⼦を前に置くと……」

下129
〜131

6⽉25⽇ ⽇記6⽉29⽇条 「紅の⼀輪を⾒つける……やがて⾃分は⼟になるだらう。さ
うすると⾃分のこの⾝からも、草が⽣えたり、花が咲いたり
するだらう……もう僕は、⾃然物なんだ。精神を持たぬ⼀個
の物質、物それ⾃体なんだ……⾃然その物なんだ！」という
模擬死の経験

上193

1936(s11) 23

3⽉初 続癩院記録 「⼗⼀⼆歳の少年が⼊院した」 下23

3⽉13⽇ 川端康成宛書簡、『続
癩院記録』

「ハルちゃん」（9歳）⼊院。ハルちゃんは、⽗親を乗せた
⾞を⽝に引かせて乞⾷していた。⽝と⽗親も⼊院したが、ほ
どなく、ハルちゃんの⽗逝去。

下
356、
下36

8⽉9⽇ ⽇記8⽉9⽇条 「まだ⼗歳に満たぬ⼦供ですら死を考へてゐるのである」 下252

この年9
⽉か

「表情」 ⼦どもたちが秋の運動会の練習をしているのを⾒る。「これ
は私にすくなからぬ明るいものを⾒せてくれた」

下83

11⽉以前 『続癩院記録』 ⼦どもの作⽂（『愛⽣児童⽂芸』）の紹介、全⽣病院に⼊院
してくる⼦どもたちの紹介、「私の病院には今百名あまりの
児童がゐるが……」

1937(s12) 24

1⽉29⽇
〜2⽉14
⽇

『重病室⽇記』×⽉×
⽇

右腕の神経痛で七号病室に⼊室中、「ハルちゃん」来訪。リ
ンゴを与える。

上292

3⽉21⽇ ⽇記3⽉21⽇条 「今は⼀輪の花、⼀⽻の⼩雀を与へよ。さらば我は天使の如
く⽣きん」

上273

8⽉12⽇ ⽇記8⽉12⽇条 「光岡を六号病室に⾒舞ふ。……⼋号では百合舎の⼥の⼦が
死にかかつてゐる」

上279

8⽉15⽇ 『望郷歌』脱稿 全⽣学園の教師「鶏三」を語り⼿とする⼩説。⼊院までの悲
惨な経験によって⼼を開けなくなった男児「太⼀」と、鶏三
を「先⽣、先⽣」と慕い、清らかな声で歌ったり無⼼に遊ん
だりする⼥の⼦たちとが登場する。

下418

9⽉30⽇ 『続重病室⽇記』 同室の⼥の⼦（⼗六、七歳）が丹毒になった 上310

11⽉ 『望郷歌』『⽂藝春
秋』12⽉号に載る

北條最後の作品は学園の⼦供達を描いた⼩説であった 下418

12⽉5⽇
北條、腸結核により逝
去
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は、絵本の後ろ見㏉しに成田稔㹙ᅜ立ࣥࢭࣥࣁ㈨ᩱ㤋㤋㛗㹛がグした「『ྍឡいポール（童話）』を

お読みのお子様にいつか知らせていただきたいこと」の中にも指摘がある）をついฟしてしまったの

であり、いかにもⱝ書き（స者はᩘえṓ 21 ṓ）という༳㇟をえる。 

だが、このとき北條が一人一人の子どもたちの顔を思いᾋかべつつ執筆していたと⪃えれば、別の

読みもྍ⬟である。 

北條はこのᖺ（1��4 ᖺ）5 ᭶ 1� 日に生院に入院した 1）。入院当日よりぶのあったග岡Ⰻ

は、北條の文学௰㛫であると同時に、院ෆの子どもたちが通う学園のᩍᖌであった。 

当時はࣥࢭࣥࣁの特ຠ⸆がなく、日本ではᝈ者をဨ強制入院させる㝸㞳ᨻ⟇が行われていたた

め、子どもたちが♫ᖐできるྍ⬟ᛶはなかった。そこでග岡は、子どもたちにᚲせなのは♫で

通⏝する学問などよりむしろ、自ᕫの思いを⾲現するస文ᩍ⫱であると⪃えてຊを入れるとともに、

子どもたちに読み物として童話をえようとしていた。 

『かわいいポール』は、こうした意ᅗをもつග岡の౫㢗により執筆され、院ෆのඣ童学園ᶵ㛵ㄅ

『子㫽』にᥖ㍕されたものである。 

北條自身はඣ童学園でᩍ㠴を執ることはなく、ࡦたすら文学に⢭㐍しようとしていたが、⾲ 1 から

わかるように、子どもたち、特にዪの子㐩に かな目をὀࡂ、またᑐにዪの子㐩のΎらかさにᨭえ

られる㠃もあった。 

たとえば、1��4 ᖺ 7 ᭶ 1� 日の日グ 2）（以下、北條入院後の生άおよびసရについては、『ᐃ本 北

條Ẹ㞝集』上・下によることとし、いちいちὀさない）では、ⓒྜ⯋（「ᮍ成ᖺのᑡዪたちがᐤᐟ

したᑅ⯋。現ᅾは⛛父⯋ࠑ北᮲Ẹ㞝のᐤᐟしたᑅ⯋ࠒの㞄にあるが、当時は今の⚟♴ᐊの㞄にあった。

十␚༙ᅄ部ᒇで、十人⛬ᗘが生άしていたと思われる」�））のዪの子㐩が┅㋀りに興じる姿を見

て、「自分は┿実泣かされた」と書いている。 

もう一つ、ὀ目すべきなのは日グ 1��5 ᖺ 2 ᭶ 27 日の日付けがある、『書けないཎ稿』という文章

である。この文章は、『子㫽』に㍕せる童話を書こうとして書けなくなった心情を語っている。ḟ

第に㔜くなっていく、しかし「ᅵᆅから┤に生ฟして᮶たやうな」、あるいは「✵から✺然㝆っ

て᮶たኳのやうなዪの」子たちを見ていると、どのような言ⴥをければⰋいのかわからないし、

ましてやその子どもたちに読ませる童話など書き得ないというのである。 

そして実㝿、北條はこれ以後童話を書いていない。 

つまり、入院後᭶日が⤒って、子どもたち一人一人が生院にやってくるまでのⰌ㞴㎞ⱞを知る

とともに、子どもたちの⤯ᮃ的なᑗ᮶が身にᰁみて理解ฟ᮶た北條は、童話が書けなくなってしまっ

たのである。 

『かわいいポール』は入院から 5 ࣧ᭶後の 10 ᭶に執筆された。子どもたちとのὶもまだ῝まっ

ておらず、比較的㍍い気持ちで書けたのであろう。しかし、7 ᭶の┅㋀りのグ事からわかるように、

北條の心にはすでにⓒྜ⯋のዪの子たちのኳのような姿が้み込まれていた。 
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こう⪃えると、一見㐓⬺と見える「ポール」の由᮶設ᐃも、ಶ別の子どもと北條、あるいはග岡が

わした、音楽に㛵する話題にᘬかれてでてきたものにも見える。もしも、そうであれば、当の子ど

もはここを読んで、「この㛫⪺いたおḷのことだ」と、思い当たってにっこりしたはずである。 

 
��ࠗかࢃいいᢅࡢ࣮࣏࠘ࣝい࡙ࡉࡽ 

『かわいいポール』のあらすじにᡠろう。 

ポールのྍឡらしさの描写後、いよいよポールᩆฟのてんまつが語られる。 

人බのミコちゃんは、「おとうさまの おてがみ」をฟしにポスࢺまで㥑けていったとき、野犬

狩りにฟった。人の男が多くのの犬を箱に閉じ込めて連れཤろうとしていたところ、生まれた

ばかりの子犬がࡩらࡩらと㏆ᐤって行き、ᤕまりそうになってしまう。 

ミコちゃんが、「かわいそうだわ」と叫ぶと、子犬が↓心にじゃれついてきたので、ミコちゃんは

子犬を抱き上げ、男たちにΏすまいとする。だが、大人のຊにはてず、子犬は奪われてしまう。ミ

コちゃんはᚲṚに、この犬は自分が㣫うから㏉してしいとᙇするが、男たちは⪺く⪥をもたない。 

事ఇすというとき、「くろいࢺ࣐ࣥをきた やさしいおまわりさん」が✺然現れて、子犬をᩆい

ฟしてミコちゃんにΏしてくれた。 

そしてᛴ㌿┤下、ࣟࣆ࢚ーࢢとなり、ポールがいつもミコちゃんのおうちで「こうࡩくそうに」㐟

んでいることが語られる。 

絵本では、お話が⤊わった後に、ミコちゃんのᕸᅋの中にポールがもࡄり込み、ミコちゃんの顔を

なめているらしいところを描く、文Ꮠのないページが付けられている。 

画家によるこのฎ理には納得できる。『かわいいいポール』は、Ⓨ⾲時は大ุのᶵ㛵ㄅ『子㫽』

の第 1 㠃に一ᣲᥖ㍕されているが、その形でಠ▔すると、⤖びの部分が短すࡂるのが目立つ。日グに

おいても、『かわいいポール』については᥎ᩙしたというグ述が見えない（⾲ 1、1��4 ᖺ 10 ᭶ 2� 日）。

おそらく、北條（Ⓨ⾲時のペࣥࢿー࣒は⛛父一）は、自分の㊃味をもりこみつつࡺっくりと語りጞ

め、ポールᩆฟのくだりでは興がのってつい㛗めに書いてしまい、制㝈Ꮠᩘに㐩しそうになったので

ᛴいで書き⤊えたのではないか。画家は文Ꮠのないページを付すことで、こうしたࣥࣛࣂスの悪さを

⿵い、物語にవ㡩をえている。 

実は、このసရを子どもに読み⪺かせようとすると、᭦に大きな問題にぶつかる。 

それは、野犬狩りについての描写である。野犬狩りは、ᡓ後しばらく⤒つまで日本中で日常的に行

われていたが、このことを現代の子どもに説᫂するのは㞴しい。また、野犬狩りに従事する男たちの

形┦を恐ろしげに描写し、「おそろしいࡩたりの いぬࡈろし」とんでいる。ここには、北條の差

別的なまなざしが感じられる。 

学生（�0 人⛬ᗘ）にᑐして読み⪺かせをし、感想文を書いてもらったが、もっとも多くの「ࡦっ

かかり」が指摘されたのがこの部分であった（読み⪺かせᑐ㇟者がᑡないのでデーࢱとしては⏝で
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きないが、おおまかな傾向として報告することはできるであろう）。 

たとえば、「野犬狩りを職業にしていた人々にも、やむにやまれぬ事情があったはずなのに、一方

的に悪くて恐ろしい人々とだけ描写されているのは納得がいかない」という感想である。 

北條の生きた時代、野犬狩りに従事する人を差別する言説は非常に多かった。時代の制約ととらえ

れば、北條だけを責めるわけにもいかないが、北條は執筆時にはすでに、施設外の人々から差別を受

ける立場であった。それを思うと、割り切れない気持ちにならざるをえない。 

ここでも、画家は男たちの姿を比較的かわいらしく描くことで、その違和感を緩和しようとしてい

る。もちろん、文章通りの風体で怖い顔をさせているが、顔つき、目つきは丸みを帯びており、子ど

もが見て震え上がるような姿形にはしていない。最後のページ同様、画家が工夫して物語の問題点を

和らげてくれているところである。 

 
4、誰に感情移入すればよいか 

もう一つ、現代の子どもたちにとっては問題ないが、執筆時の学園の子どもたちがどう感じたか心

配になるのが、「やさしいおまわりさん」のことである。 

当時学園に通っていた子どもたちの中には、警察によって強制的に連れてこられた子どもたちもい

たはずである。北條自身は父に付き添われて入院したのであるが、そういう子どもたちがいることを

知らないはずがない。読者として予想される子どもたちの中に、「おまわりさん」に恐怖を感じる子

がいると、北條は想像しなかったのであろうか。そういう意味で、ここも北條の配慮が行き届いてい

ない部分と言えるだろう。 

しかし、ここで時の氏神宜しく登場して男たちを黙らせ、問題を解決してくれる大人としては、一

般的にも「おまわりさん」以外には思いつけない。今は、「疑問の残る点」として指摘しておくのみ

にする。 

さて、『かわいいポール』について筆者が特に興味をもっているのは、「読者は、このお話の中の誰

に感情移入しながら読むのが自然か」という点である。 

ポールであろうか。たしかに、『かわいいポール』という題である。子どもたちが、物語に登場す

る小さきものに感情移入することも自然であろう。 

実はこの絵本には、以下のような読みも示されている。 

前述の成田稔は、『かわいいポール』の投稿時期が、川端康成からの初めての手紙を北條が受け取

って約十日後であることに着目し、「この童話の中の『ミコちゃん』こそ川端であり、古典音楽が好

きな北條が、『アリアーヌ』のポール・デュカスからとった『ポール』は自分自身としますと、抱き

しめられているような嬉しさがよくわかるでしょう」と、述べている。 

さらに、成田は野犬狩りで箱に閉じ込められ、泣き叫ぶ子犬（ポール）の描写も、自由にものを書

く環境を奪われた北條の心理に「そっくりです」と理解している。 
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これは㨩ຊ的な読みである。しかし、文学ྐ上における北條と川端の「⨾しい物語」4）に⢭通して

いる大人でなければ、こうは読めない。しかも、北條が『かわいいポール』を書いた時点では、まだ

「⨾しい物語」はጞまったばかり、初めての 書⡆がわされたばかりなのである。そこで、ここ

ではあえて、執筆当時読者として予想されていた子どもたちはどう読んだだろうかと⪃えてみたい。 

筆者は学生にᑐし、北條のసであることを告げずに読み⪺かせを行い、感想文を書いてもらったが、

ポールに感情移入した感想はなく、ミコちゃんに感情移入する学生がとんどであった。筆者自身も

そうである。「おとうさま」のおいでの⏫を㉮り、子犬に同情して大人の男たちに立ち向かい、

子犬を奪い取られて⤯ᮃし、「おまわりさん」に子犬を取り㏉してもらい、ఱᗘもお♩を言うミコち

ゃんのけなげさにᡃ々はᾦをㄏわれる。そのように書いてあるからである。 

の登場人物はて⯙ྎ上の書き割りにすࡂず、ミコちゃんだけが心を持ち、生き生きと㌍ືして

いる。ポールの行ືについては、ミコちゃんのど点から理由が᥎ されているが、決してポールがᨃ

人されているわけではない。あくまでも犬は犬として書かれている。それはෑ㢌における、ポール

がミコちゃんに⤯ᑐ᭹従で、「どんなところでも けらいのように ついていき」、「どこにいても ポ

ールは いちもくさんに かけてきて、ミコちゃんの めいれいを まって」いるという⤂のẁ㝵

から決ᐃ的である。 

当時の生学園でこの童話を読み⪺かせられた子どもたちも、おそらく大多ᩘがミコちゃんに感情

移入して⪺いたであろうことは、かなりの然ᛶをもって言えるはずである。 

 
�、Ꮚࡢࡕࡓࡶክࢇࡷࡕࢥ࣑ࡿࡁ⏕ࢆ 

 生学園の子どもたちが、ミコちゃんに感情移入しつつこの物語を読む、あるいは⪺くとき、㉳こ

ることを想像してみたい。 

の特ຠ⸆がないこの時代、生院の子どもたちは、決して家にᖐることはできなかっࣥࢭࣥࣁ 

た。「おとうさま」のおいをすることもないし、かわいい子犬を㣫うこともない。子犬のをᩆう

、㏆ᡤのおばさんたちに〔められることもない。この子どもたちはࡈーࣟーになることも、それでࣄ

ᨾ㒓ではいなかったことにされている。ᩘᖺ以ෆには気が㐍み、どຊをኻったり手㊊をኻったりす

るྍ⬟ᛶが㧗い。ఱᖺ生きられるかもわからない。この子どもたちにとって、ぶと一⥴に家でᬽらし

ているミコちゃんはክそのものである。 

 この物語にⓎし、自分には㛵ಀのない、ᖾせな子どもの話など読んでもしかたがないと思う子も

いたであろう。だが一方には、この物語にゐれている㛫、ミコちゃんになりきってࣛࣁࣛࣁしたり、

ຬ気をฟして立ち向かったり、その報㓘として子犬とࡈ㏆ᡤの⛠㈶を得たりという⤒㦂を、心の中で

した子どももいたはずである。つかの㛫であっても、現実の境㐝からᢤけฟしてᖾせを味わった子も

いたと⪃えられる。 

 『子㫽』に㍕った子どもたちのస文は、Ⓨによって家᪘とᘬきかれ生院にᐜされた、
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恐怖とᝒしみのグ㘓でᇙめᑾくされている。ග岡は、その子らにも一般♫の子どもが読むのと同じ

物語を読ませたいと㢪い、北條に執筆を౫㢗した。ᑡしでもな心をಖって生きるには、ᝒしみを

ྤきฟすためのస文と、ክにあࡩれた物語を読むこととの୧方がᚲせだと、㈼᫂なග岡はᝅっていた。

『子㫽』には、しばしば院外から『㉥い㫽』がᐤ㉗されたグ㘓が㍕っている。一般♫の童話も

生学園の子どもたちにはᚲせだった。一方、ここにᬽらす子どもたちだけのために書かれた童話もᚲ

せであり、それは生院ෆでは北條にだけ書けるものだったのである。 

  
 �、ᲄࡢ❺ヰ➨సࠗすࡳれ࠘ 

 『すみれ』は、『かわいいポール』のわずか 2 ࣧ᭶後に書かれた童話であるが、㊃は␗なっている。 

 まず、文章やᵓ成の上で◚⥢がᑡない。人බは子どもではなく一人ᬽらしの⪁人である。の登

場人物はなく、⪁人のᗞにဏいたスミࣞのⰼがᨃ人されている。非常にࡦっそりとした物語であり、

『かわいいポール』に比べて┦当ᖺ㛗の子どもをᑐ㇟にしているようだ。 

 このసရも、⡆༢にあらすじを⤂しよう。 

人බの「おときちじいさん」は、῝いᒣዟでᬽらしている。「୕ࡡんばかりまえ」におばあさん

がஸくなり、「ことし はたちになるむすこ」は㐲くの⏫ാきに行ってしまったので、じいさんは

一人でわびしい思いをかみしめており、それが㧗じて事も手に着かないありさまであった。 

ある日じいさんは、「『そうだ㸟 そうだ㸟 わしは まちいこう。まちにはでんしゃだって き

しゃだって、まだみたこともない じどうしゃだってあるんだ。それから したのとろけるような、

おいしいおかしだって あるにちがいない。そうだそうだ㸟 まちのむすこのところいこう』」と

決心し、⩣ᮅさっそくᨭᗘをጞめるが、ᗞの∦㝮に「しょんࡰりと さいている」小さなスミࣞのⰼ

を見つける。 

じいさんは、スミࣞがあまりᐢしそうなのに心をចかれ、⏫行くのをᛀれてୡ話をጞめる。スミ

ࣞはじいさんの語りかけに⟅えるようになり、㞝大な自然を═めつつ一人生きるᖾ⚟を語る。じいさ

んは「なんというおまえはりこうな はななんだろう」と感Ⴣし、⏫行くことをやめてしまい、「す

みれといっしょに、すみきったそらを ながれていく わたのようなくもを」═めるのだった。 

 この絵本には、『かわいいポール』にあったような現代におけるᢅい࡙らさがないので、学生にᑐ

する読み⪺かせではこちらを⏝いることが多かった（のべᑐ㇟人ᩘは 50 人⛬ᗘ）。 

 代⾲的な感想は✀㢮ある。一つは、ᒣᓮඞᕫの絵についての感想である。見㏉しにࣔࢺࣀーࣥで

大きく描かれたスミࣞの絵にも㏕ຊがあるし、中を㛤くとᢡり㔜なる⥳が⁄れ、「おときちじいさん」

の、いまにも᳜物にのみこまれてᾘえてしまいそうな姿が描かれている。「おときちじいさん」はⓑ

㧥に⊆そうな㮖㰯の持ちで、子どもがぶしみやすいようには描かれていない。スミࣞのⰼは、あ

るページではࢡࣥࣆの着物を着た小さな小さなዪの子として描かれている。「なࡐዪの子として描い

たページがあるのか理由がわからない」という意見が」ᩘあった。 
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 その疑問が生まれたཎᅉは、あるいは文章の方にあるのかもしれない。スミࣞをみつけたじいさん

が「おまえは どうし そんなに さみしそうにしているのかࡡ」と問いかけても、スミࣞは「だま

ってなんにも こたえませんでした」と書いてあるのだが、しばらくඛではなんの説᫂もなく、「す

みれは、うれしそうに えんで 『ありがとう、ありがとう』と じいさんに おれいを いう

のでした」と、➗ったりႅったりするようになっているからである。 

その後のページでは、まず、スミࣞを見つめるじいさんの㢌から྿きฟしがฟて、中にዪの子の姿

が描かれ、ዪの子の姿はじいさんにだけ見えていることがᬯ示される。ḟのページでは྿きฟしなし

でዪの子が描かれるが、その後はびスミࣞのⰼとしてのみ描かれる。画家は࿘฿に手⥆きをࡩんで

いるのだが、大人ᩘの読み⪺かせでは、絵をそこまで⣽かく読み取ることは㞴しいのであろう。 

もう一つの代⾲的な感想はスࢺーリーについてで、「じいさんは一ᗘ⏫行こうとしたが、スミࣞ

のおかげで田⯋に␃まることができてⰋかった。田⯋は౽で㏥ᒅかもしれないが、㒔にはない豊

かさがあるはずだ。じいさんはそれをⓎ見したのだ」と集約できる。ᩘはᑡないが、ᑐに「じいさ

んが㒔のᜥ子のところに行って話がᒎ㛤すると予想していたのに違ったので、ᑡしおどろいた」と

いう意見もあった。 

おそらく、前者の読みこそ、北條の意ᅗであろう。㠃ⓑいのは、前者のように読んだ学生の中にも、

「そうは言っても、自分は㒔にฟてしまったわけだが」という述が、やはり」ᩘあったことだ。 

まさに北條もそういうⱝ者なのであり、ฟ身はᅄᅜの㎰家であるが、十代でᮾிとฟዑしている。

大㜰を㣕び㉺えᮾிまで行ったのは、かなり思い切った行ືだったと思われる。のṚや自身の⤖፧

をきっかけに実家にᘬきᡠされるが、文学の思いに㥑られてはまたᮾிと㣕びฟして行き、その

まま多ᦶの生院に入院したわけである。 

おそらく、「おときちじいさん」がᬽらしている「ࡦるでも くらいような ࡩかいやまおく」は、

ᅄᅜのᒣをᛕ㢌に描写されているのであろう。このᒣには࢜࢜カミがいる。「おときちじいさん」に

は、ᅄᅜにఫむ北條の父あるいは♽父の姿が㔜ࡡられているのであろう。 

北條が『すみれ』を書いたのは 1��4 ᖺᮎだが、同ᖺの日グには、� ᭶に♽父からの౽りがあった

というグ事、12 ᭶ � 日、父に手紙を書いたグ事がある。」㞧な家ᗞ環境から、北條は父にᑐして

㝸のᛕを抱いていたが、この日は、父の心のᗏには῝いឡが‣えられていたと⥛っている。また、㠃

ⓑいことに 12 ᭶ 12 日の日グに「Ⳬ子が㣗ࡦたい。すてきなカスࢸーࣛが㣗ࡦたい」とグしている。

上にᘬ⏝した、じいさんの「おいしい おかし」のれと日グとが┤᥋㡪きྜっている。 

この㡭北條の心を༨めていた♽父や父の思ះと、カスࢸーࣛなどࣁカࣛなⳫ子を㈙い㣗いでき

る㒔生άのῬᮃが、『すみれ』にはかなりスࣞࢺーࢺに⾲れている。とすれば、の部分にも

れやῬᮃがにじんでいるとみてⰋいだろう。 

 
 ࡿࡁ⏕ࢆክࡢ∗、�
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これらの童話が書かれてから � ᖺ後、北條はṚཤした。父は、上ிして生院をゼࡡ、北條の㑇

㦵をࡦきとった。そのとき、ග岡の書くᏐが北條のᏐにそっくりであることに気࡙き、「ᮾிでඖ気

にാいている」というᜥ子の手紙をഇ㐀してḧしいと㢗んだという。それを、以前北條自身がᐄྡを

書いたᑒ⟄に入れた上でᨾ㒓の人々に示し、ᜥ子はᮾிでാいていたがᛴでṚんだことにしたいと

いうのである。 

それは、ᜥ子が生院に入っていたことを㞃し通す一方、㑇㦵を持ちᖐるための❓వの⟇であっ

ただろう。しかし、なんとも③ましいことである。 

「おときちじいさん」と北條の父を㔜ࡡて見るとき、じいさんのᜥ子が㒔でാいていると、な

らぬ北條自身が設ᐃしたことは恐ろしい。北條は、父がᨾ㒓で「ᜥ子はᮾிでඖ気にാいている」と、

ბをついていることを知っていたし、自分のṚ後も、父はそう思い込んで生きるだろうと見㉺してい

たのである。 

では、スミࣞのⰼは誰なのか。もちろん、北條自身であろう。1��5 ᖺ � ᭶の日グに、北條はみず

からᆅ㠃に௮向けになって行ったᶍᨃṚのことを書いている。このまま自分がṚんだら、やがてᅵに

なりࡺく身体から、「ⲡが生えたり、ⰼがဏいたりするだらう」とほじ、大自然と一体する感ぬを

㣴った。『すみれ』を書いた 7 ࣧ᭶後のことである。ᙼは日々にṚと向きྜっていたのであるから、

実㊶前からすでに、ⲡⰼとなって自然と一体する最期のᚿ向がなかったとはいえない。 

『すみれ』において、北條は父のክを生きていると言えるだろう。北條のṚによって人のᜥ子を

ஸくすことになる父は、ᅄᅜのᮧに一人ఫみながら（「ࡦとりすみれのⰼ」のように、「一人ఫみ」と

「すみれ」をけるのは、古今和ḷ集以᮶のఏ⤫である）、「下のᜥ子はᮾிでඖ気にാいているのだ、

行こうと思えばいつでもᜥ子のところ行くことができる」と自分をだましてᬽらす以外になかろう。

しかし、やがて父はᗞの㝮にスミࣞのⰼを見つけるだろう。それは、すでに大自然と一体した北條

なのである。 

 
 ࡧ⤖

 北條Ẹ㞝の童話సရはたった⦅のみである。執筆の⤒⦋をまとめるならば、以下のようになろう。 

 まず、入院㛫もない㡭、ග岡のせㄳにより、『かわいいポール』を書いた。この㡭、すでにⓒྜ⯋

のዪの子たちのΎらかさにᾦࡄましいものを感じていた北條は、ዪの子を人බに㑅んだ。このసရ

はⱝ書きでയも多いが、学園の子どもたちの見ᯝてぬክを生き生きと描きฟしたసရと言えるだろう。 

 2 ࣧ᭶後、びせㄳを受けて、『すみれ』を書いた。こちらは、北條の「Ṛ後」を生きる父のክを

描いたసရと読みうる。スミࣞのⰼはዪの子の言ⴥ㐵いをしているが、実は自然と一体した北條が、

、っそりとᨾ㒓の家のᗞにᖐってきている姿である。『すみれ』は、読者である子どもたちから㞳れࡦ

むしろ自ᕫの思いにṇ┤に書いたసရといえるだろう。 

 その┤後にも、童話執筆の౫㢗はあったが、北條はもう書けなくなってしまった。それは、入院生
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άが㛗くなるにつれて、子どもたちのⰌ㞴㎞ⱞを῝く知り、どのような童話で語りかけても↓ຊであ

ると感じるようになったからであろう。 

北條の日グ、సရ、書⡆にたびたび登場する（⾲ 1 ཧ↷）「ࣁルちゃん」は、� ṓで父と犬ととも

に入院してきたが（「ミコちゃん」の家᪘も、父と犬である。この⤌みྜわせが北條の心の⍆⥺にゐ

れるものがあったのだろう。ࣁルちゃんが入院してくるのは『かわいいポール』よりもずっと後のこ

となので、ࣁルちゃんはミコちゃんのࣔデルではない）、それ以前はの㔜い父をせた㌴を犬とᘬ

き、物ஒいをして生きてきた。父ぶは⛬なくṚஸしたが、ࣁルちゃんはそれをᝒしむ姿を見せなかっ

た。あまりにも㐣㓞な人生が、� ṓの子どもらしい心を奪ってしまっていたのである。実㝿ࣁルちゃ

んは実ᖺ㱋よりかなりᖺ上に見え、しかも非常に⨾しい║をもっていた。「――このᑡዪはኳᅜとᆅ

⊹を同時に持ってࢄる㸟――とはபࡦました」と、ࣁルちゃんに初めてった日、北條は川端に書

き㏦っている。 

このような、想像を⤯する子ども時代を㏦ってきた、今もまさに㏦っている子どもたちの前で、北

條はいったん言ⴥをኻい、童話が書けなくなった。しかし、北條の子どもたちのឡ情はᖺࡈとに㧗

まり、しばしば川端に子どもたちのస文を㏦ったし、日グやసရ中にも子どもたちの姿を書き残した。

神⤒③のため㔜ᐊに入っていたときも、ࣁルちゃんが㐟びに᮶るとおしゃべりをしてリࣥࢦをえ

たし、その後んだග岡を見⯙ったᢡも、㞄ᐊでṚにかけているዪの子を心配した。Ṛのᗋにあって

さえ、同ᐊのዪの子がẘにかかったことにࢡࢵࣙࢩを受けたことが、日グやᗋグからわかる。 

北條の最後の小説は、『ᮃ㒓ḷ』である。ග岡をࣔデルとする学園のⱝいᩍᖌが、「ኴ一」という、

㐣㓞な⤒㦂から心を㛤けなくなった男の子の心を理解するべく、↓ຊ感に⪏えつつດຊを⥆ける物語

である。ኳのようなዪの子たちの描写も⨾しい。↓ຊ感ࡺえに童話が書けなくなった北條は、ឡす

る子どもたちのኊ⤯なのありようを、この小説によってỌ㐲にこのୡに␃めようと、最後のຊを

り⤠ったのであろう。 

 
ᘬ⏝ᩥ⊩ 

� 北條Ẹ㞝『ᐃ本 北條Ẹ㞝集 上』ᖺ㆕はග岡Ⰻస〇 㹮���㹼㹮��� ᮾிඖ♫ ���� ᖺ。 

� 北條Ẹ㞝『ᐃ本 北條Ẹ㞝集 下』より『日グ』㹮���㹼㹮��� 当ヱ日付のページは⾲ �ཧ↷。 

� ᒣ下㐨㍜ Ⲩ⿱ᶞ⦅『┿筆∧北᮲Ẹ㞝日グ 和十ᖺ』Ⓨ行者Ⲩ⿱ᶞ ���� ᖺ。 

� 㧗ᒣ文ᙪ『ⅆⰼ 北᮲Ẹ㞝の生ᾭ』㹮��� ᰴᘧ♫㣕㫽᪂♫ ���� ᖺ。 

506　豊岡短期大学論集　第14号（2017）




